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今年産の温州ミカンは、昨年が裏年傾向であったこと等の影響で全体的に着花が多く、

新梢の発生が少なく、樹によっては通常は新梢が発生する昨年の果梗枝や夏秋処理を行っ

た枝にも着花がみられるなど、極端な表年の様相を呈しています。この状況下では、来年

の着花が心配されるだけでなく、本年産の果実も小玉果が心配されます。この対策として

これまで摘蕾や摘果、夏肥の施用等来年度を見据えた対策が実施されていると思います。 

また、昨年は十一月に高温・多雨で推移し、普通温州を中心に浮き皮が多発し、品質や

貯蔵性が低下しました。温暖化の傾向は今後も続くと考えられ、浮き皮等生理障害の軽減

対策はこれまで以上に徹底する必要があります。これから本格的な品質管理の時期となり

ますが、今年産温州ミカンの生産と来年度の着花確保に向け、徹底した管理をお願いしま

す。 

一、今年の摘果管理 

 今年は、いずれの品種も着果が多く、小玉果が多くなることが予想されます。先月号に

も記載されていましたが、早期摘果に努め、果実肥大と次年度の着花確保の促進に努めま

しょう。 

また、園地によっては春梢の発生が極端に少ないところも見受けられました。このよう

な園地ではまず、来年の結果母枝となる枝を確保する必要があり、枝別摘果・樹冠上部摘

果等に取り組まれていると思います。この摘果方法は時期を逸すると効果が低くなるため、

適期に実施してください。 

○早期（荒）摘果の徹底 

 着果過多樹は小玉果や酸高になりやすく、また細根の発生が少なくなり樹勢の低下を招

くとともに、来年の着花が減少し、隔年結果を助長する要因となります。安定生産につな

げるためにも、早期の荒摘果を徹底しましょう。 

具体的には樹冠の裾の果実、内成りの果実を落とすとともに、横枝や下垂枝の肥大が不

良な果実、上向きの果実や果梗枝の太い果実、直果、六枚以上の有葉果等を適果します（第

一図）。 

○枝別全摘果 

 この方法は枝別に着果させる枝と全摘果する枝を配置する方法で、慣行栽培より収量が

安定します（第二図）。また、着果させる枝は通常よりも一．五倍ほど多めに着果させるた

め、裏年でも大果ができにくく、果実品質も年次によるバラツキが少なくなります。新梢

の発生が比較的多い枝を中心に枝別に全摘果すると効果的です。すでに摘果剤が散布され

ている園地もあると思いますが、園地によって効果にバラつきが見られているようです。

必ず点検を行い、果実が残っている場合は人力で全摘果してください。 

○樹冠上部摘果 

 樹冠上部摘果は樹冠の上部の枝を全摘果し夏枝を発生させる方法で、着果過多で新梢の

発生が少ない場合に有効な摘果方法です。今年は新梢の発生がほとんどない樹も見られま

したので、このような摘果方法も取り組む必要があります。この方法では摘果した当年の



収量は慣行の摘果方法よりも少なくなりますが、慣行の間引き摘果に比べ翌年の着果が増

加し、隔年結果を軽減する効果があります（第一表、第三図）。 

 具体的な摘果方法としては、梅雨期の六月下旬ころを中心に樹冠上部を全摘果します。

全摘果は全体の四〇～五〇％程度をめやすにし、新梢の発生状況や着果量に応じて調節し

てください。人力で行うには大変な作業となりますので、すでに五月下旬～六月上旬ころ

に全摘果剤を散布し、この摘果方法に取り組まれている園地もあります。いずれにしても

新梢の発生を促すことが必要ですので、全摘果は摘果残しが無いよう確実に行い、摘果後

は土壌の水分保持に努め、降雨が少なく乾燥が続く場合はかん水等を行ってください。ま

た、高温期に新梢が発生するため、、ミカンハモグリガやアゲハなどの害虫の防除を徹底す

る必要があります。 

 夏枝が発生すると、発生量によっては着果させている果実の肥大が一時的に緩慢になり、

やや小玉果が増える場合もありますが、果実品質は慣行の摘果方法と大きな差は認められ

ていません。 

二、今からやる浮き皮対策 

 近年、温暖化の影響もあり浮き皮などの生理障害発生が増加傾向にあります。前述のよ

う昨年は特に浮き皮の発生が多く、商品性を下げる要因となりました。浮き皮は果皮と果

肉の組織が分離する現象で、発生すると食味や貯蔵性が低下するため、その発生抑制は商

品性を高める上で大きな課題となっています。 

 浮き皮が発生する要因としては成熟期の高温・多湿条件がありますが、果実自体の体質

も大きく影響しており、果実の体質を強化することは浮き皮軽減に有効です。 

○カルシウム剤の散布による果実体質強化 

 カルシウムは植物体の細胞の構成成分で、植物にとって欠かせない栄養素であり、植物

体内のカルシウム含量を高めることは、組織の強化につながります。カンキツ類はカルシ

ウム植物と言われており、他の植物に比べてカルシウムを多く必要とする植物ですので、

十分に吸収させることが重要となります。 

カルシウムは植物体内で移行しにくい成分で、果実など新しい器官で不足しがちです。

温州ミカンではこれから品質向上のために水分ストレスを付与する時期となり、果実への

移行が抑制されると思われます。また、最近は土壌のｐＨが酸性化し、土壌中のカルシウ

ム含量が少ない園地も多く見受けられます。これらの園地では植物体中のカルシウム栄養

が不足した結果、果実の体質が弱くなり、生理障害や腐敗果の発生が多くなることが懸念

されます。このため、葉面散布により直接樹体に補給することは、カルシウム栄養を高め、

果実の体質強化を図るために有効な手段となります。 

カルシウム剤にはセルバイン等の水に溶けるカルシウムが含まれている資材とクレフノ

ンなど水には溶けない成分が含まれる資材に大別されます。前者は植物体内に吸収され、

組織を強くするカルシウムとして利用されます。一方、後者は果皮の表面に付着し、気孔

に入り込むことで閉孔を阻害し、果皮からの蒸散を促進します。いずれも浮皮の抑制効果

が認められていますが、作用の仕方が異なるため、用いる剤の特徴をよく理解して使用す

ることが必要です。 

 果実そのものの体質を強化するためには水溶性のカルシウム剤を用いる必要があります

が、一回の散布のみでは十分な効果が得られません。効果を高めるためには、吸収が良い
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